
釧路ロータリークラブ会報
2023-2024 年度

第 5 回例会
（通算　　 回）3720

2023.8.3（木)

Rotary International District 2500

会長スローガン「地域を愛し、未来を語る　ロータリーの輪を広げましょう」

第85代会長　後藤　公貴
副　会　長　樋口　貴広
幹　　　事　佐藤　貴之
編集責任者　クラブ会報・雑誌委員会

例会日　毎週木曜日 12:30 ～ 13:30　夜間例会 18:00
例会場　釧路センチュリーキャッスルホテル
事務局　釧路市錦町 5-3 三ッ輪ビル 2F
　　　　　0154-24-0860　　　0154-24-0411

2023-2024 年度
国際ロータリーテーマ

2023-2024 年度
ＲＩ会長  ゴードン R. マッキナリー

第 2500 地区ガバナー
鶴見 誠一郎（紋別港 RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム
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会員増強・新クラブ結成推進月間
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さん、こんにち
は。本日、本当にお
忙しい中、時間作っ
ていただきまして、
わがクラブでの講話
を快くお引き受けい
ただきました佐野先
生に心より感謝を申し上げます。本当にありがとうご
ざいます。
　さて、先週末、７月 29日・30日とかねてより皆
さまにご案内をさせていただいておりました第７分区
主催の『全道中学親善硬式野球大会』が湖陵高校と工
業高校のグランドで開催されました。２日間に亘り天
候にも恵まれて開会式・閉会式には、わがクラブの多
くの皆さんにもご参加をいただきました。第７分区内
の他クラブ会長・幹事の皆さんもほとんどいらっ
しゃって、最近、見たことがないような多くのメンバー
で開催できたと思っております。心より感謝を申し上
げたいと思います。
事前準備、そして運営に携わっていただきました磐田
大委員長と青少年奉仕委員会の皆さま、佐藤幹事、そ
して当日は佐藤幹事の奥様がメイクアップカードを配
るという、よく分からない光景を目にした訳です。幹
事、奥様にもお礼を申し上げておいてください。
　さて、本日はプログラム委員会の今年度第１回目の

担当となる例会です。本年度、得地大委員長と八幡プ
ログラム委員長には私から、この地域で生活をしてい
てもこの地域のことを知らないことはよくあることで
して、そこにスポットを当てて、地域の諸問題・課題、
また釧路地域の魅力とか、ご活躍をされている方など
のご紹介、またその人たちのお話を聞いて、より深く
この地域を知ろうということをテーマに１年間活動を
してくださいとお願いしました。
本日のテーマ、「病児保育」に関しても実は私、初め
て聞いたことでして、自分の不勉強さを思い知ったと
ころではあります。
釧路地方の医療問題に関しても先般、報道がありまし
た精神科また精神科医問題や釧路地域・根室地域にお
いては「安心して子どもを産めない、安心して子ども
を育てられない」という現状が横たわっていると思っ
ております。
　医療の問題だけではなく、私たちがこの地域の魅力
や問題や課題をこのロータリーの活動を通じて知るこ
とによって、会員個々人ができること、また会員が勤
める企業でもできること、そして、90年また 100 年
を迎えようとしているわが釧路ロータリークラブが地
域の問題について何かを取り組む一歩になる１年間に
したいと思っています。
今年１年間、ぜひ皆さまとこの例会や様々な事業の時
間を通じて見識・見聞を深くしてまいりたいと思いま
す。

会長の時間



 

本日は佐野先生のお話を聞いて、この病児保育、そし
て病児保育の施設というものを深く理解する有意義な
時間を一緒に過ごしたいと思います。
本日、皆さまと有意義な時間を過ごせますことを祈念
申しあげまして、私からのご挨拶とさせていただきま
す。
本日一日、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　こんにちは。幹
事報告になります。
８月のロータリー
レートですが、141
円となっておりま
す。先月より４円
下がっております。

　続きまして、『シンガポール国際大会』のご案内が
来ております。日時は、2024年５月26日～29日です。
登録は、ＭＹROTARY の「国際大会登録」からオンラ
インで行うことになります。詳しくはボードに貼りま
したのでご覧いただきますようお願いいたします。
　続きまして、『ライラセミナー』のご案内が来てお
ります。開催日は 10月 14日・15日、場所は北見モ
イワスポーツワールドになっております。こちらも掲
示板に貼っておりますので、企業様でどなたか若い方
にぜひお声掛けいただければと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。
　続きまして、「清水幸彦会員を偲んで」という追悼
誌ができあがっております。こちらは皆さまのパーソ
ナルボックスに入れてありますので、ご一読をよろし
くお願いいたします。各クラブの例会案内は、テーブ
ルの例会案内をご覧いただきますようお願いいたしま
す。
　
新入会員紹介　スポンサー　吉田　秀俊君
　それでは、本日
入会されました吉
岡和美さんをご紹
介させていただき
ます。スポンサー
は、尾越君と私で
すけれど、吉岡さ
んと私は以前から面識がございますので私から紹介さ
せていただきます。
　吉岡さんは、竹村支社長の後任として、北海道新聞
釧路支社支社長として過日、着任されております。
お生まれは、厚真町で生年月日は昭和 40年７月 26
日ですので 58歳になったばかりです。ご自宅は札幌
ですけれどお子様がいらっしゃいませんので、奥様と
２人で釧路での生活を楽しまれると聞いております。

　吉岡さんは、24歳～ 26歳まで約２年半釧路で販
売部員として勤務された経験がありますので、今回は
32年ぶりの釧路勤務となります。前回勤務された頃、
私もまだ若かったものですからよく一緒にお酒を飲み
ました。現在も新聞社の販売局と販売店という立場で
お付き合いをしております。
非常に明るく元気な、それから前向きな性格で人付き
合いがよろしいということが私の人物評でございま
す。最近は、やられていないと思いますけれど麻雀も
されますし、ゴルフもされます。ゴルフのハンディ
キャップは私と同じ 20ですけれど、先日一緒にラウ
ンドをしましたが、私より若干うまいかなという程度
ですので、だいたい想像が付くと思っております。最
近、トレンドのサウナにも興味を持ち出したというこ
とですので、皆さまはサウナに詳しいので、ぜひ良い
スポットがあったら紹介いただきたいと思っておりま
す。お酒はあまり強い方ではないかと思いますけれど、
十分皆さんにお付き合いできるかと思いますので、声
をかけていただき親交を深めていただければと思って
おります。
　最後になりましたけれど、吉岡さんが釧路ロータ
リークラブに１日も早く馴染んでいただき、一緒に奉
仕活動ができるよう皆さんのご協力をお願いいたしま
して、私からの紹介とさせていただきます。
　よろしくお願いいたします。

新入会員挨拶
株式会社北海道新聞社　釧路支社　
　　　　　　　　　　支社長　吉岡　和美君
　ほとんどの皆さ
まとは初めてで、
この高い席からご
挨拶をさせていた
だくことをお許し
いただきたいと思
います。
ただいま吉田秀俊さんからご紹介をいただきました北
海道新聞社の吉岡と申します。このたびは、歴史と伝
統を誇る釧路ロータリークラブに参加をさせていただ
くことをお認めいただきまして、ありがとうございま
した。
まだまだロータリークラブ自体の活動も不勉強で、こ
れから皆さまとともに活動をさせていただきたいと
思っております。「とにかく学ぶより、慣れろ」と先
ほどもご教授いただきました。可能な限り皆さまとと
もにこの活動に参加して早くロータリークラブの精神
を学んで身に付けて努力していきたいと思います。
　何卒よろしくお願いいたします。



 

■ 本日のプログラム ■
講師例会「釧路初の病児保育の取り組み 」

歓迎の言葉　後藤　公貴会長
　吉岡君、ロータリアンになりますとオフィシャルの
場面では、君付けになるということで覚えておいてい
ただければと思います。
　まずは、ご入会をお決めくださいまして心より感謝
申し上げます。クラブを代表いたしまして歓迎をさせ
ていただきます。
　先ほど、吉田君からもありましたけれども、ロータ
リーはたくさんの奉仕活動を行っておりますが、まず
は週に一度この例会が開催されます。その他、様々な
奉仕活動や事業や親睦活動のようなものがありますの
で、ぜひ多くの機会に触れ合っていただき１日も早く
クラブに慣れていただくことを心よりご祈念をすると
ころであります。
　そして、所属委員会ですが親睦活動委員会に。本日、
濱口委員長は欠席をしておりますが、青いタスキをし
た方たちが親睦活動委員会のメンバーとなります。
ぜひ１日も早く慣れていただければと思います。

プログラム委員会　八幡 　好洋委員長
　皆さま、こんに
ちは。プログラム
委員長を担当させ
ていただいており
ます八幡です。よ
ろしくお願いいた
します。本日は、
プログラム委員会としての最初の例会となりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　本日は、講師例会ということで『釧路初の病児保育
の取り組み』というテーマで、釧路労災病院の医師を
されております佐野逸紀先生にお越しいただいており
ます。
佐野先生は現在、病院の先生のかたわら病児保育施設
「スクラム」を昨年の６月にオープンされております。
この病児保育を行うことは釧路では初の取り組みとな
ります。女性の社会進出が進んでいく中で、小さいお
子様をお持ちのお母様たちが仕事を続けていくことは
なかなか難しいですけれども、そのような課題を解決
すべく熱い思いを持って取り組まれていらっしゃいま
す。
本日はぜひその活動を皆さんに紹介していただき、釧
路地域のこのような素晴らしい取り組みを応援して行
けたらと考えておりますので、ぜひ耳を傾けていただ
きたいと思います。

釧路労災病院内科医学博士、病児保育施設「スクラム」
　　　　　　　　　　　　　代表　佐野　逸紀先生
　よろしくお願い
します。過分なご
紹介をいただきま
してありがとうご
ざいます。大変緊
張していますので、
どうぞお手柔らか
に。そんなに深刻でなくお聞きいただければと思いま
す。
　病児保育施設「スクラム」を昨年の６月にオープン
いたしました。場所は新栄町の共栄稲荷神社の近くで
す。そこに一軒家の借家を借りてスタートをした次第
です。
簡単に自分の自己紹介をさせていただきます。自分は
1980 年生まれ、出身は千葉県船橋市で高校まで千葉
にいました。大学は弘前大学の医学部に入りまして、
びっちりラグビーしかやっていなかったですが、なん
とか医者になりました。医者になってからは、市立函
館病院、網走厚生病院、市立稚内病院と道内を転々と
して、手稲渓仁会病院という胆石や膵臓の治療をメッ
カとしているような病院で２年間研修をして、北海道
大学で医学博士となって、2017 年から釧路労災病院
で勤務させていただいています。
　釧路労災病院は、だいたい根釧地域全体 29万人を
医療圏とするような典型的な地方の中核病院です。釧
路市だけではなく、隣の鶴居村・白糠・弟子屈の患者
さんが毎日のように来てくれていて、遠くは羅臼町や
根室からも患者さんが押し寄せて、毎日凄い人数の患
者さんが来ていただいている病院になります。
　自分の専門は、胆・膵領域といいまして、上の画像
は胃カメラを使って胆石を取っているところです。黒
い石がボロボロっと出てくるところです。その下は膵
臓がんは最近増えていますけれども、膵臓がんを腸か
ら針を刺して細胞を採って診断をするような検査を特
化して行っています。
自分が赴任する 2017 年の前は、だいたい年間 300
件でしたけれども、2021 年には 600 件を超えていて、
道内でも有数の件数を誇る病院になってきています。
今回とは全然話が違うので、もし機会をいただけたら
この辺も詳しくお話できると思います。
　本日の内容です。『病児保育』、聞き慣れない方も多
いのではないかと思いますけれども、そのお話をさせ
ていただこうと思います。
子どもが風邪や胃腸炎などの病気になったとき、いま
のご時世では保育園や学校は、だいたい熱が 37.5 度
以上になると大抵預かってくれません。コロナの影響
で集団感染に過敏になっていることもあいまって、熱
を出した子どもは家で看るしかないという家庭も多い



 

と思います。病児保育はそのように病気に罹ったお子
さんを専門に預かる事業になります。こちらは、児童
福祉法の第６条にも明記されていて、事業として国も
推進している状況です。
病児保育の意義と書きましたが、何がいいかと言いま
すと左側、当然、病気のお子さんを看るのは辛いです
ので、そのような親の負担を軽減できるメリットがあ
ります。さらにそのような所に病気のお子さんを預け
ることによって保護者が就労を継続できるという継続
性の確保につながっていきます。もっともっと進んだ
欧米諸国だと、それこそ新米ママさんなどは病気の状
態の子どもをどうしたら良いか分からないという家庭
も多いです。そのようなお子さんに対しても専門性の
高い保育を行って、看護師もいますので適切な症状緩

和を行えるという
子ども目線で、子
どものことを考え
て病児保育が良い
のではないかと推
奨されています。
また、さらに幼少

期に病気に罹らない子どもは一人もいませんので、病
気に罹るという普段とは違う経験を子どもは必ずしな
ければいけない。そのような発達のプロセスの支援と
いうことでも専門家集団が子どもの幸福と健康を守る
ためにあらゆる世話をしましょうということが病児保
育の意義として謳われています。
ただ、難しいことを言っても、要は病気の子どもを抱
えていると親は働けませんので、日本においては就労
の継続性の確保という意味合いが強いと思っていま
す。
病児保育事業もだいぶ確立されてきていて、専用の施
設で預かるタイプ、保育園に併設されているタイプ、
あとは職員が訪問をして家庭で看るタイプ、というい
ろいろな形態があります。
今回、自分は専門の専用施設で一時的に保育をする事
業として立ち上げました。立ち上げといっても、病気
のお子さんを安静に休ませる安静室と哺乳瓶などを温
める簡単なキッチンがあれば設備の基準はクリアして
しまいます。人員は保育士と看護士がそれぞれ１名ず
ついれば問題ないのです。保育士１名に対して児童３
名まで預かれるという制限はありますが、開設自体は
認定こども園ほど厳しいものではありませんでした。
自分がラグビーをやっていたので、施設の名前は「ス
クラム」という名前にしました。
なぜ小児科医でもない自分が開設に至ったかといいま
すと、ここに写っているこの子どもが自分の長男、い
ま３歳になりますが、実はこの子が原因で、本当に寝
付きが悪く、１時間から２時間かけて寝かせつけても
30分寝たらまた夜泣きをして起きてしまうことが、

連日連夜、夜通し続きます。当然、千葉県出身なので
家族のサポートも得られませんし、妻がだんだん育児
疲労でダウンしていきます。そうすると、自分もずっ
と仕事人間で、月に 100 時間以上の残業をするぐら
いの人間でしたけれども、どうすることもできない状
況になり自分も子育てに参加することになります。午
後９時から 10時に仕事から帰って、夜の寝かせつけ
を一晩中しながら寝て、また朝になったら病院に出勤
するという、かなり過酷といいますか、あの頃は本当
に大変でした。
この状況も、日中託児所に預けることで随分改善しま
した。これは駅前にある「ハイホーム」のホームペー
ジから取ってきましたけれども、いまでも自分の子が
表紙を飾っています。このような状況で日中を過ごし
ますが、これも「あるある」で、託児所でこれだけみ
んながいると、いろいろな子の風邪や胃腸炎をもらっ
てすぐ熱を出します。そうすると通園ができなくなり
家で看ることになると、状況は逆戻り。この時に自分
は、釧路市に病気の子どもに対するいろいろなサービ
スがないかをかなり検索しました。けれども、正直な
ところ病児に対する行政サポートや施設はないとわか
り、それならば自分で病児の一時預かりが可能な施設
を開設してみようと思うようになり、この事業を立ち
上げた次第です。
当施設の簡単な概要です。預かれる病気のお子さんは
10名。対象は生後３カ月から小学校６年生までとし
ています。利用料金は１日MAXで預かったとして
4,000 円。釧路市から補助金が出ている影響で「釧路
市以外の所は差額を付けて」と言われて 5,000 円に
なっています。これも少し値引きをしようかと思って
います。人員は看護師１名と保育士３名が常駐してい
ます。
先ほど言ったような２階建ての住宅を借家として借り
ています。１階フロアはこのように広々として、感染
症ではない、いわゆる風邪のお子さんなどを預かるス
ペースとして医療用品も完備しています。２階フロア
は個室が４室ありますので、すぐ周りにうつすウイル
ス性の胃腸炎やいま流行っているヘルパンギーナな
ど、感染力が強い疾患のお子さんを個室で預かれるよ
うに配慮しています。職員には、小児の緊急の時に対
処できる救急法やＡＥＤの講習会を行い、知識を深め
ています。
　利用の流れとしては、ウチの施設は単独型なので、
どこかの病院かクリニックを受診してこの診断書を受
診先の医師に記載してもらう必要があります。必要書
類をダウンロードして、電話で予約をしてという流れ
で当施設はいつでも利用可能です。
　ここに、道内のいまの病児保育施設がある都市を列
挙しました。この道東地域には今まで何もありません
でしたが、今回、ここに病児保育施設「スクラム」を



 

開設させていただきました。しかし、北海道には
100 以上の市町村がありますが、たったこれしか病
児保育施設がないのです。すぐ開設できるとはいえ、
なかなか普及に至っていないのが現状で、その普及し
ない理由も、始めてみて自分でもわかることがありま
す。
まず、圧倒的に採算が取れないのです。感染の状況や
キャンセルの問題などがあって利用者数が安定しない
ことも採算が取れないことにつながっています。もっ
と田舎の地域だと今度は看護師・保育士の確保が難し
いという問題もあって、なかなか進まないような状況
です。
　これは、総務庁の令和元年のまとめになる病児保育
事業のアンケート調査です。760施設の回答としては、
「利用の児童が日々変動する」「採算が全く難しいです」
ということが言われています。
なぜ採算が取れないかというと理由は簡単です。例え
ば看護師１名・保育士１名を雇用したとすると、保育
士１名で児童を３名まで預かれるとなっていますの
で、この２人でお子さん３人を看ることは多分大丈夫
だと思います。ところがこの病児３人が、このような
お子さんたちだと、真ん中の子はいまゲーゲー吐いて
います。きっとウイルス性の胃腸炎を周りにうつす可
能性があるので、ここで隔離をしなければいけないと
いう制限が入ってしまいます。さらに、右の子はかな
り具合が悪そうで、保育士・看護師どちらかがマンツー
マンで看なければいけない。このように、その病気の
性質によってより多くの人員が必要となり、このケー
スでは看護師・保育士 1人ずつでこの３人を看るこ
とは不可能となります。というように、どんどん人員
を増やして行かないと多くの子どもを看られないと
いった問題点があることを自分がやってみて初めてわ
かりました。
さらに、当日キャンセルも大きな問題で、子どもの急
な発熱でお母さんは、とりあえず預けようと思って連
絡をします。予約を取った後に「仕事の休みが取れま
した」「祖父母が看てくれることになりました」とい
うキャンセルが起こります。どうしようもない事情と
しては「病状が悪化して入院をしてしまいました」「預
かりが難しい病気だと判明してしまった」というもの
もありますが、せっかく確保した人員がこのキャンセ
ルによって無駄になってしまい、都会では特にこの
キャンセルが問題で人件費が非常にかさんでしまって
営業が難しい、経営的に厳しいということになってし
まいます。
そのような状況もあって、「子ども・子育て支援交付金」
という補助金が国と道と市から折半で出ています。年
間約 700 万円ぐらいで、あとは預かり人数に応じて
表のようにラダーのようにお金が入ってくる仕組みに
なっています。それでもウチの施設は初年度というこ

ともあって大赤字でした。そのように病児保育には問
題点があるのも事実です。
　当施設の昨年６月からの利用状況です。2022 年６
月から開設して、６月は３人の預かりがありました。
翌月は５件と増えて行くと思っていましたが、ここで
コロナウイルスの第８波の影響があり、当施設ではコ
ロナは預かれませんので、ガクンと利用者が減ってし
まいました。月に預かりがたった１人という時もあり
ました。コロナが明けて少し利用者が増えてきました
が、ただなかなか利用者が増えない状況が続いていま
す。結局、2022 年度全体で 27件お預かりです。
今年４月からは、いろいろな取り組みをして７月まで
で 22件と前年度を大きく上回って来ており、今後利
用が増えていくのではと期待していまも細々と続けて
います。
ただ全体として自分が想定していたよりも預かりの人

数が非常に少なく
て、人件費だけでか
なり切羽詰まってし
まうような状況が続
いています。
　なぜ、こんなに釧
路で病児保育の利用

がないのか。預かりが全然なかった頃は「ここには必
要がないのではないか」と悩んだ時もありました。い
ろいろ自分なりに理由を考察してみるのですけれど
も、やっぱり周知が足りない、スクラム開設をそもそ
も知らないのかなと、思って周知活動も一生懸命やっ
てきたつもりです。感染症流行の状況も当然影響しま
す。病気のお子さんがいなければ当然利用はゼロです
から、感染の状況については市と協力をしてサーベイ
ランスで把握するようにしています。
　また釧路では次の状況が多いのかと思いますが、ご
両親と同居、もしくは近隣に実家があるような方が多
いということ。遠方でも厚岸や別海から車で２～３時
間の距離をなにも苦になさらずにご両親が駆けつけて
来ます。千葉県出身の自分としては、あまり考えられ
ないことですけれども、このようなことがよくあり、
キャンセルにつながっています。
企業の体質変化もあると思います。ウチの病院もそう
ですけれども「子どもが熱を出しました。休ませてく
ださい」という職員を「ダメ」なんて絶対に言えませ
ん。そのような職員には休みをあげざるを得なくなっ
て、という休職が取りやすい環境に変わってきている
ということ。あとは在宅勤務が増えてきて、お子さん
を見ながら仕事ができる環境も整ってきていると思い
ます。
　釧路労災病院の様子を見てみると、やっぱりこの休
職を取りやすい環境が大きな理由になっていると思っ
ています。釧路労災病院の場合は、医師は 59名しか



 

おらず圧倒的に看護師と検査技師の数が多く、この
方々はみんなほとんどが女性です。労災病院の広報誌
を見ても表紙を飾っているのは女性であり、女性の職
場という印象を強く持っています。
では、実際に子どもが急に発熱をした場合は当然、病
院・クリニックの受診をしなければならず、保育所で
は病児の預かりができないことから、保護者が子ども
を見なければならず、それが職員の休職につながって
いる状況があります。そうしますと当然、人手不足で
残った人間は業務負担が増えます。それが離職率の増
加につながっていくという悪循環は自分がこの病院に
来てから続いています。これはウチだけではなく、日
赤さんも市立さんもそのような話は伺っていますの
で、病院としてはここをどうにかしないといけない実
態があります。
今年から自分がこっそり外来看護師の実態調査を行っ
ていて、まだ４月・５月分のデータしかお示しできま
せんが、対象は釧路労災病院で働いている外来看護師
71名です。１名だけ男性がいますけれども残り全員
は 30代～ 50代の女性看護師です。半数以上が子育
て世代でお子さんを実際に育てながら働いています。
そのような方々の４月・５月はどのような状況かを見
てみると、勤務予定者が１日当たり規定では 71名い
なければいけないところを 46～ 56名くらいしか働
いていません。規定人員の 65％～ 80％ぐらい。これ
には産休に入っている人もいますし、子どもが熱を出
してずっと休んでいる方もいます。そもそもこれくら
いしか実際に働いていないのが実情な上に、当日に急
な休みをもらう方が１日に１名～７名、多い時には７
名も休んでしまいます。２カ月で合計すると約 115
名が当日急に休んでいることがわかりました。
なぜこんなに休んでしまうのだろう、なぜ急に欠勤を
してしまうのかということをまとめた表です。職員本
人の体調不良や親族の不幸はやむを得ないと思いま
す。「子どもの体調不調」で休まれている方が 30％ぐ
らい占めていました。いまいる看護師さんになんとか
働いてもらおうと思ったら手を付けるのはここという
ことで、病児保育という病気のお子さんを預かれる環
境が整備されればもう少し働き手が確保できるのでは
ないかと、いろいろ画策をしているわけです。
保護者の負担をもっと軽減できないかと考えていま

す。例えば、スクラムの利用料が 4,000 円～ 5,000
円なので、釧路労災病院の「福利厚生費」として、こ
の利用料を何とかできないかと掛け合っていますが、
元々は厚生労働省の病院ですし、頭が固くてなかなか
進んでないのが現実です。なので苦しいですけれども
利用料金を減額して利用を増やして保護者さんの役に
立てればと考えています。次に、病院・クリニックを
受診して診断書を発行してもらって当施設を利用して
もらうこの流れの中で、病院の診断書代は自由診療な
のでそのクリニックによって全然違います。1,000 円
の所もあれば 5,700 円というメチャクチャな値段を
取る所もあります。
ウチを立ち上げる時に k-Biz（釧路市ビジネスサポー
トセンター）の澄川さんに相談をしていたこともあっ
て、この度、スクラムの病児保育のサポーター企業さ
んを募集して、その協賛金で保護者が負担する診断書
代をキャッシュバックできれば少しは子育て世代の役
に立てるのではな
いかと考えていま
す。いま、５社ぐ
らい名乗りを挙げ
てくれている素晴
らしい企業さんが
いて、なんとか実
現できればと思っています。
あとは、このようなポスターで告知をしっかりしてい
こうと、各役場や子育て支援センター、各認定こども
園・託児所に配布して掲示をしてもらっています。０
歳児検診、１歳児検診など検診の所でもこのポスター
を配って周知につなげています。子育てイベントにも
参加して普及をしたり、メディアにも取り上げても
らったり、このように病児保育を釧路の地域に広めて
行こうと考えています。
釧路管内で初の病児保育施設ですので、今は少しでも
利用しやすいようにして地域の子育て世代とその子ど
もたちのために根付くような施設にできればと強く
思っています。自分は経営などはまだぜんぜんわかり
ません。そのために少しでも皆さまにご協力をいただ
ければと思って今回の機会をつくっていただきまし
た。
　以上になります。ありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■邵　　龍珍君　遅くなりましたが後藤会長、佐藤幹事、理事の皆様　一年間よろしくお願いします。
■得地　　哉君　宇宙ロケットアップサイドプロジェクトについて北海道新聞全道版・地方版に続き、
　　　　　　　　釧路新聞・NHK・STV でも取り上げて頂きました。
■米本　富夫君　「なゆたの会」で優勝することが出来ました。２回目です。ありがとうございます。
■岩田　信一君　野球大会に多数の参加、ありがとうございます。

今年度累計　　62,000 円　　


